
 

１ 日 時 平成 29年 12月 14日（木） 

２ 学 年 第 2学年 15名 

３ 単元観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 児童観 

児童の資質・能力の実態を把握するため，質問紙調査を行った。 

資質・能力 質問紙調査 
結果（１５人） 

とても 

そう思う 

やや 

そう思う 

あまりそう 

思わない 

全くそう 

思わない 

主体性 
授業では，解決しようとする課題について「なぜ

だろう。」「やってみたい。」と思います。 
１０ ４ ０ １ 

論理的思考力 

授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，

相手に分かりやすく伝わるように発表を工夫し

ています。 

７ ５ ２ １ 

自己理解 

学習の振り返りをするときには，「どこまで分か

ったか。」「学習の方法でうまくいったことや失

敗したことなどの理由」を考えています。 

１０ ２ ２ １ 

自らへの自信 

学習の振り返りをするときには，「もっと考えて

みたいこと」「もっと調べてみたいこと」「もっ

と工夫してみたいこと」などを考えています。 

９ ５ １ ０ 

算数 第２学年 神石高原町立来見小学校 指導者  寺川 友季子 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

 
「主体性」「論理的思考力」「自己理解」「自らへの自信」 

クッキーは，何こあるのかな？ 

〈かけ算（２）〉 

 

本単元は，学習指導要領第２学年２内容 A「数と計算」（３）「乗法の意味について理解し，それを用

いることができるようにする」を受けて設定したものである。 

本単元の単元をつらぬくアイディア（本質）は，「１つ分のいくつ分」であると考える。かけ算が用

いられるのは，１つ分の大きさが同じでそれがいくつ分かあるときに，その全体の大きさを求める場合

である。かけ算の意味指導では，「同じ大きさの集まり」に着目させること，それが「いくつ分」ある

かをはっきり意識づけていくことが大切である。 

第１学年「１０より大きい数」で学習した２とび，５とびの考え方をふまえ，第２学年では乗法の意

味について理解し，それを用いることができるようにする。この学習を受けて第３学年では，０や１０

の乗法や乗法に関して成り立つ性質（交換法則・分配法則・結合法則），（何十，何百）×（１位数）の

計算に発展していく。 

本単元で，身のまわりからかけ算で表せる数量の場面を見つける活動や身近な生活場面に関する問題

を解くことを通して，同じ大きさのまとまりを作って数えることの利便性に気付かせることで，かけ算

の学習が日常生活において有効であることを実感できる学習であると考える。 

 



質問紙調査の結果から，本校の設定する資質・能力に関しては，約半数に肯定的な回答が見られた。一方

で「論理的思考力」の項目では，「とてもそう思う」と回答した児童は７名しかおらず，筋道立てて考えたり

式・図・言葉を相互に関連付けて表したりすることが定着しているとは言えないと考える。 

また，本単元を学習する前に行ったレディネステストを行った。 

レディネステストの結果から，数を数えることは概ね身についていることが分かった。また，２とびや５と

びなどいくつかずつにまとめて数える数え方もほとんどの児童が身についていた。 

しかし，ひとまとまりにした組の数を「１つ」と数える問題２―②は，全体の約４割の児童が不正解だった。

それは，まとまりごとに数えることができていないからだと考える。 

５ 指導観 

指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

(1)主体的・対話的で深い学びに向けた指導の工夫 

・「既習内容を使えば解けそうだ」という見通しを持たせることで，主体的に学習に臨めるようにする。 

・図を使って自分の考えの理由をノートに書かせることにより，考え方の根拠を明確にさせる。 

・どのような考え方でクッキーの数を求めたかを，図と式を結び付けて説明させる。 

・練り合いの場面で，「単元をつらぬくアイディア（本質）」を活用して，お互いの考えの共通点や相違

点についての意見交流を行い，目指す資質能力を育成できるようにする。 

 (2)振り返り場面の指導の工夫 

・自らの学びを振り返り，授業を通して分かったことや考えたこと，成長したことを発表させる。 

  ・友達の考えのよかったところや，気付いたことを発表させる。 

 (３)児童の実態に合わせた指導の工夫 

・「一つ分のいくつ分」を身につけさせるため，数図ブロックで様々な大きさのまとまりを作ったり，問題

文を図に表したりさせる。説明させる際には，図と式を結びつけながら説明させる。 

・「九九早唱えプロジェクト」を立ち上げ，子どもたちが興味を持って取り組むことができるような場を設

定する。 

・単元を通して，単元をつらぬくアイディア（本質）をつかませ，「どんなかけ算の問題でも『１つ分のい

くつ分』の考えで求めることができる。」ことを単元の最後に振り返ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

番号 内容 正答率 

１ ①袋の中に入っているあめの数を数える。 

②あめの全部の数を数える。 

①９３％ 

 ②１００％ 

２ ①ケーキを２こずつ組にする。 

②２こずつの組の数を数える。 

③ケーキの全部の数を数える。 

①９３％ 

  ②６６．６％ 

 ③１００％ 

３ ①２とびで数を数える。 

②５とびで数を数える。 

①９３％ 

②９３％ 



６ 単元で育てたい資質・能力及び本単元の目標と評価規準 

＜本校で身に付けさせたい資質・能力＞ 

本校で身に付けさせたい資質・能力 

資質・能力 めざす児童の姿 算数科での児童の姿 

主体性 
自分で考えて行動する児
童 

課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現する姿。 

論理的思考力 
根拠を明らかにして，理由
をつけて自分の意見を述
べる児童 

課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて考え，式・図・言葉
を相互に関連付けて表現する姿。 

 
自己理解 
 

自分の学習活動について
自分が出来ている事，出来
ていない事が分かる児童 

意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や「自分の誤り」に気
付き，表現したり，修正したりする姿。 

自らへの自信 
周囲との関わりを通して
「自分の良さ」に気付く児
童 

振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や自分の説明で他
の児童を納得させる姿。（「なるほど」「そういうことか」「わかった」） 

＜単元で育てたい資質・能力と評価規準＞ 

資質 

能力 

評価規準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体性 

 

 

かけ算に関心を持ち，自分で

問題を解こうとしている。 

既習事項を使って問題の解き方を

考えようとしている。 

かけ算を使う問題を解く時に，「１つ分」の大き

さと「１つ分がいくつ分」かに注目して考え，他

の問題でも積極的に活用している。 

論理的

思考力 

かけ算の仕方を式・図・言葉

を使って表現している。 

かけ算の仕方を算数カードを使っ

たり，友達の考えを使ったりして，

分かりやすく表現している。 

「１つ分のいくつ分」という「単元をつらぬくア

イディア（本質）」を使って，本単元の全ての問

題，またパフォーマンス課題に取り組み，日常生

活の場面につなげて表現している。 

自己理

解 

練り合いの場面で，友達の質

問に答えたり，友達に質問し

たりしている。 

練り合いの場面で，友達の質問に答

えたり，友達に質問したりする中で

自分や友達の考えの良さに気付き，

間違っていた場合は適切に修正し

ている。 

練り合いの場面で，友達の質問に答えたり，友達

に質問したりする中で，どの考えも「単元をつら

ぬくアイディア（本質）」につながっていること

に気付き，表現したり，修正したりすることがで

きる。 

自らへ

の自信 

振り返りの場面で，自分が分

かったことを伝えている。 

振り返りの場面で，自分が分かった

ことや，友達の考えの良さを伝えて

いる。 

振り返りの場面で，自分が分かったことや，友達

の考えの良さを伝えるとともに，学習した「１つ

分のいくつ分」の考えを実際の生活場面で生かし

ている。 

＜本単元の目標＞ 

 かけ算の意味を理解し，１～９の段のかけ算を構成し，九九を唱え，それを適用することができる。 

＜評価規準＞ 

観点 評 価 規 準 

算数への関心・意欲・態度 
かけ算に関心をもち，身のまわりからかけ算で表せる数量の場面を進んで見つけようとしている。

また，九九のよさがわかり，進んで用いようとしている。 

数学的な考え方 かける数が１増えると，積はかけられる数だけ増えることを使って，九九を構成することができる。 

数量や図形についての技能 かけ算の式に表したり，九九を唱えたり，それを適用して問題を解くことができる。 

数量や図形についての 

知識・理解 

記号「×」や用語「かけ算」「～ばい」の意味，単位とする大きさのいくつ分かを求めるときにか 

け算をすればよいことが分かる。また，アレイ図を使った九九の構成の仕方が分かる。 

＜本校の振り返り場面でのICEルーブリック＞ 

I（考え，基礎知識） C（つながり） E（応用，広がり） 

   

・授業で分かったことを言うこと

ができる。 

・友達の考えを聞いて考えたことや

新しく分かったことを言うこと

ができる。 

・授業を通して分かったことを，こ

れからの学習や生活にいかそう

としている。 



７ 単元計画（１３時間） 

 

時 学習活動 観点 児童の思考の流れ 評   価 
 関 考 技 知  ◇評価規準 ★資質・能力(評価方法） 

１ 課題の設定 本時の目標：単元課題を知り，学習の計画を立てよう。 

○単元課題を読んで問
題に関心をもつ。 

・クッキーの数は何枚
なのかな。 

○    ・数えずに全部のクッキーの数を数
えたいな。 

・クッキーの数は何枚なのかな。 

 

◇問題に興味をもち，どのように考えればよいか考えて
いる。（行動観察） 

★課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現
している。（発言）【主体性】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

 

情報の収集① 本時の目標：かけ算の図をつくってみよう。 

○アレイ図から４×
３は，数図ブロック
が４個ずつ３列に並
んでいることを見つ
ける。 

・数図ブロックが，い
くつずつ並んでいる
のかを考えよう。 

   
 
 
 

○ ・数図ブロックがいくつずつ何列並

んでいるのかを考えればいいんだ

ね。 

・４×３は１列に４つずつ３列分だ

ね。 

・図を使うとよく分かるね。 

◇アレイ図を使ってかけ算が構成できることを理解す
ることができる。（行動観察） 

★課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現
している。（発言）【主体性】 

 

３ 情報の収集② 本時の目標： ６のだんの九九をつくろう。 

○アレイ図を使って６
×１～６×３の答え
を求める。 

・６の段の九九をつく
ろう。 

○答えが６ずつ増える
ことに着目して６の
段を構成する。 

 
 

 ○ 
 
 

 

 

○ 

・６つずつ何列あるのかを考えれば
いいね。 

・６の段は，答えが６ずつ増えて
いるね。 

・６の段の九九を覚えたよ。 

◇アレイ図を使って６の段の九九を構成することがで
きる。（ノート） 

◇６の段の九九の唱え方を知る。（行動観察） 
★課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現
している。（発言）【主体性】 

４ 整理・分析① 本時の目標：６のだんを使って問題を解こう。 

○問題場面をかけ算の
式に書き，６の段の
九九を使って解く。 

・チーズの数を求める
にはどのように考え
たらいいのかな。 

  ○  ・今日はチーズの数を求めたらいい 
んだね。 

・６個ずつ４はこ分だから，６×４
＝２４と考えればいいね。 

・何で４×６じゃないのかな。 
・「１つ分のいくつ分」で考えるか

ら６✕４だね。 

◇身のまわりにある問題を６の段の九九を用いて解く
ことができる。 

（発言，ノート） 
★課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて
考え，式・図・言葉を相互に関連付けて表現して
いる。（ノート・発言）【論理的思考力】 

５ 

 

 

 

 

 

情報の収集③ 本時の目標：７のだんの九九をつくろう。 

○アレイ図を使って７
×１～７×３の答え
を求める。 

・７の段の九九をつく
ろう。 

○答えが７ずつ増える
ことに着目して７の
段を構成する。 

 

  ○  

 

○ 

・７つずつ何列あるのかを考えれば
いいね。 

・７の段は，答えが７ずつ増えて
いるね。 

・７の段の九九を覚えたよ。 

◇アレイ図を使って７の段の九九を構成することがで
きる。（ノート） 

◇７の段の九九の唱え方を知る。（行動観察） 
★課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現
している。（発言）【主体性】 

（単元課題） 
２学きのおたのしみ会で１・２年生みんなでクッキーを食べるために，寺川先生が何まいか買ってきました。 

みんなにくばるまえに，寺川先生が４まい食べました。 

今，クッキーは何まいありますか。 

○ ○ ○   

○ ○ ○   

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

 



６ 整理・分析② 本時の目標：７のだんを使って問題をとこう。 

○問題場面をかけ算の
式に書き，７の段の
九九を使って解く。 

・４週間は何日あるの
かを求めるにはどの
ように考えればいい
のかな。 

  ○  ・今日は何日あるのかを求めるんだ
ね。 

・４週間は何日あるのかな。 
・１週間が７日で４週間分あるのだ
から７×４＝２８と考えればい
いね。 

・「１つ分のいくつ分」で考えるか
ら７✕４だね。 

◇身のまわりにある問題を７の段の九九を用いて解く
ことができる。（発言，ノート） 

★課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて
考え，式・図・言葉を相互に関連付けて表現して
いる。（ノート・発言）【論理的思考力】 

７ 情報の収集④ 本時の目標：８のだんと９のだんの九九をつくろう。 
○アレイ図を使って８
の段と９の段をつく
る。 

・今まで習ってきたこ
とを使って８の段と
９の段の九九を自分
でつくってみましょ
う。 

  ○  ・８の段は８ずつ増えるのかな。 
・９の段は９ずつ増えると思うよ。 
・９の段は一の位が１，２，３，４
･･･となっているよ。 

◇アレイ図を使って８の段，９の段を自分でつくる
ことができる。（行動観察） 

★意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や
「自分の誤り」に気付き，表現したり，修正した
りしている。（行動観察）【自己理解】 

８ 整理・分析③ 本時の目標：８のだんを使って問題をとこう。 

○問題場面をかけ算の
式に書き，８の段の
九九を使って解く。 

・大きい箱にあめがい
くつ入っているかを
求めるにはどのよう
に考えればいいのか
な。 

  ○  
 
 
 

・大きい箱に入っているあめの数を
求めればいいんだね。 

・大きい箱に入っているクッキーの
個数は「８この７倍」で求められ
るね。 

・８×７をすればいい。 
 

◇身のまわりにある問題を８の段の九九を用いて解く
ことができる。（発言，ノート） 

★課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて
考え，式・図・言葉を相互に関連付けて表現して
いる。（ノート・発言）【論理的思考力】 

９ 整理・分析④ 本時の目標：９のだんを使って問題をとこう。 

○問題場面をかけ算の
式に書き，９の段の
九九を使って解く。 

・画用紙の値段を求め
るにはどのように考
えればいいのかな。 

  ○  
 

・値段が何円になるかを考えればい
いね。 

･９円ずつ６まい分だから９×６と
考えればいいね。 

「１つ分のいくつ分」で考えるから
９✕６だね。 

◇身のまわりにある問題を９の段の九九を用いて解く
ことができる。（発言，ノート） 

★振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や
自分の説明で他の児童を納得させることができてい
る。（発言，行動観察）【自らへの自信】 

 

10 情報の収集⑤ 本時の目標：１つ分が１のときのかけ算を考えよう。 

○絵を見て，ケーキの
数は１×４というか
け算の式で表される
ことをとらえる。 

・１つ分が１の時はど
のように考えればい
いのかな。 

  ○  ・１皿にはケーキが１つしか入って
いないね。 

･１皿に１つずつだから１×１，１
×２･･･と考えればいいね。 

 

◇１の段のかけ算の意味を理解し，１の段の九九を構成
することができる。（行動観察） 

◇１の段の九九を用いて適用問題を解くことができる。
（ノート） 

★課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて
考え，式・図・言葉を相互に関連付けて表現して
いる。（ノート・発言）【論理的思考力】 

11 整理・分析⑤ 本時の目標：かけ算をつかった問題をとこう。 

○問題から数量の関係
を考え，乗法と加法
を使って解決する。 

○問題から数量の関係
を考え，乗法と減法
を使って解決する。 

 ○   ・２種類の買った物の値段を求める
からたし算をしないといけない
ね。 

・残りのまんじゅうの数を数えるか
らひき算だね。 

・まとまりを考えて，かけ算をした
後，たすのか引くのかを考えない
といけないね。 

◇乗法と加法，乗法と減法が組み合わされた３要素２段
階の計算の仕方を考えている。（発言，ノート） 

★振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や
自分の説明で他の児童を納得させることができてい
る。（発言，行動観察）【自らへの自信】 

12 まとめ・創造・表現・振り返り① 本時の目標：単元課題に挑戦しよう。 

○学習してきたことを
活用して，単元課題
を解決する。 

・クッキーの数を求め
るにはどうしたらい
いのかな。 

・どのようにして求め
たか説明しよう。 

 ○   ・今までのやり方でできるかな。 
・まず，全部のクッキーの量を求め
て，残りを求めよう。。 

・「１つ分のいくつ分」の考え方が
使えそうだな。 

・式と図をつなげて説明しよう。 
・どんな言葉で説明したらいいだろう。 

◇クッキーの数を，単元を貫くアイディア（本質）を使
って解き，考えを説明することができる。 

(行動観察，ノート) 
★意見交流を通して，友達と自分の考えを比べて，自分
の考えを理論的に表現することができる。 

（行動観察，ノート） 
【自己理解】【論理的思考力】 

本

時 
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まとめ・創造・表現・振り返り② 本時の目標：パフォーマンス課題に挑戦しよう。 

パフォーマンス課題 
○パフォーマンス課題
を解き，単元につい
て振り返る。 

・クッキーの数を求め
るにはどのように考
えればいいのかな。 

 
 
○   

 
・単元課題や今までの学習で使った

アイディアが使えないかな。 
・単元課題よりもわかりやすく説明

しよう。 
・できなかったから，できるように
しよう。 

◇パフォーマンス課題を解くことができている。 
（パフォーマンス課題） 

★振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や
自分の説明で他の児童を納得させることができてい
る。（発言，パフォーマンス課題） 

【自らへの自信】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ パフォーマンスの評価基準 

 

10 本時の展開 

（１）本時の目標 クッキーの数を単元を貫くアイディアを使って求めることができる。 

（２）準備物 問題文 さし絵 

（３）本時の展開  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ パフォーマンス課題 

１ ２ ３ 

・現在のクッキーの数を正しく求め

ている。 

・現在のクッキーの数を単元をつらぬ

くアイディア（本質）を活用して式

・図・言葉を関連させて説明するこ

とができる。 

・現在のクッキーの数を算数カードや式・図・

言葉や単元をつらぬくアイディア（本質）

を活用していろいろな考え方で求めること

ができる。 

２学きのおたのしみ会で１・２年生みんなでクッキーを食べるために，寺川先生が何まいか買ってきました。 

みんなにくばるまえに，教頭先生がクッキーを６まい食べました。 

今，クッキーは何まいありますか。 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○    

○ ○    

 

 

授業のポイント！【全体交流】 

① 単元課題の提示の仕方を工夫する。 

② 自力解決や集団解決では，単元をつらぬくアイディア（本質）を活用して，自分の考えを式・図・言葉などを用いて

分かりやすく説明させることで，練り合いを深めさせる。 

③ 授業を通して分かったことや友達の発表を聞いて考えたこと，自分の成長などについて，ＩＣＥルーブリックを活用

して振り返らせる。 



学習

活動 
主な発問と児童の反応予想 

指導上の留意点 
☆児童への支援 

評価基準 
（評価方法） 

１ 
つ 
か 
む 
⑤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
さ
ぐ
る 
⑩ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 本時の課題を知る。 
Ｃ：今日の問題を読みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ：分かっていることは，寺川先生がなんまい

かのクッキーを買ってきたことです。 
寺川先生が４まい食べたことです。 

Ｃ：聞いていることは，今のクッキーの数です。 
Ｃ：単位は○まいです。 
Ｃ：課題は，「クッキーの数は，どのようにもと 

めたらよいのかな。」です。 
 
 
２ 自力解決をする。 
Ｔ：どのように考えれば良いでしょう。その理

由も書きましょう。 
○ア（しき）６✕３＝１８ ４✕２＝８ 

 １８＋８＝２６ 

○ ○ ○   

○ ○ ○   

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

             答え ２６こ 
 
 
 
 
 
 
○イ（しき）３✕２＝６  ５✕４＝２０ 
     ６＋２０＝２６ 
             答え ２６こ 

○ ○ ○   

○ ○ ○   

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

・問題場面を捉えさせるために，さし

絵を使って問題把握をさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えが分かるよう，図に書き

込みをさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えを友だちによく分かるよ

うに説明できるようにするために，

ノートに説明を簡単に書かせる。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◇クッキーの数を単元を
つらぬくアイディア（
本質）を使って解き考
えを説明することがで
きる。 
(行動観察，ノート) 

 

 

〇児童が「解きたい。」と思えるような単元

課題の提示をする。 

（写真や映像，実際に行う活動など） 

 

〇主体的な学び 

◆情報の提示の仕方を工夫することで，児童が

興味・関心をもって学習できるようにする。 

（単元課題） 
２学きのおたのしみ会で１・２年生みんなでクッキーを食べるために，寺川先生が何まいか買ってき

ました。 

みんなにくばるまえに，寺川先生が４まい食べました。 

今，クッキーは何まいありますか。 

 

○ ○ ○   

○ ○ ○   

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３ 
練
り
合
う 
⑳ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 
ふ
り
返
り 
⑤ 

 

○ウ  （しき）６✕５＝３０ ３０－４＝２６ 
（別式）５✕６＝３０ ３０－４＝２６ 

             答え ２６こ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
３ 考えたことをもとに，話し合う。 
Ｔ：どのように考えましたか。わけも発表しま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：２つの考えを比べましょう。 

Ｃ：○アは，たてにかこんでいます。 

Ｃ：○ィは，よこにかこんでいます。 

Ｃ：○ウは全部の数から食べた数をひいています。 

Ｃ：○アと○ィは１つ分の数が違います。 
Ｃ：どちらも１つ分✕いくつ分で求めています。 
Ｃ：まとめは，「クッキーの数を求めるには，１つ分×

いくつ分でもとめればよい。」にすればいいと思い
ます。 

 
４ 振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ふりかえりで，友だちの考えのよか

ったことやがんばったことを言わ

せ，有用感・満足感・達成感を味わ

わせる。 

・数学的な考え方のカードを使って，

理由もつけて発表させる。 

〇対話的で深い学び合い 

（練り合いの充実） 

・ノートに書いた自分の考えや，友達の意
見を参考にして，全体の場で自信をもっ
て発表させる。 

・練り合いの場面では，「単元をつらぬく
アイディア（本質）はどこか。」，「どこ
までが分かって，どこからが分からない
か。」を意識して，友達の発表を聞くよ
うに指導する。 

・疑問や補足に加えて，本単元で学習して
きた「１つ分のいくつ分」の考えを想起
させ，本時はどんな式にすればよいかを
考えさせることで本単元を貫くアイデ
ィアに気付かせる。 

〇ノートに書いた自分の考えを，言語技術を用いて，分かってい
ることと求めることを明確にして式・図・言葉で友達に分かり
やすく説明し，意見を交流する。 

Ｔ：どのように考えましたか。わけも発表しましょう。 
○ア  まず，たてにかこみます。一つ分は６と４です。 

次に，６が３つ分，４が２つ分あるから，６✕３＝１８ 
４✕２＝８です。 
この２つを合わせるから，１８＋８＝２６です。答えは２
６こです。 
 

○イ まず，よこにかこみます。一つ分は３と５です。 
  次に，３が２つ分，５が４つ分あるから，３✕２＝６ 

５✕４＝２０です。 
この２つを合わせるから，６＋２０＝２６です。答えは２６ 
こです。 

 
○ウ  まず，全部のクッキーの数を出します。一つ分は６（５）

です。６が５つ分（５が６つ分）あるから，６✕５＝３０
（５✕６＝３０）です。 

     寺川先生が食べた数をひくから，３０－４＝２６です。答
えは２６こです。 

   

〇ＩＣＥルーブリックを活用して，本時の授業を振り返る。 

Ｃ：１つ分✕いくつ分で求めればいいことがわかりました。 
Ｃ：○○さんの説明の仕方が分かりやすかったのでやってみ

たいです。 
Ｃ：ほかのかけざんでも１つ分×いくつ分でできるかやって

みたいです。 

〇深い学び合い 

（振り返りの充実） 

・ＩＣＥルーブリックを活用して，本時の
授業を振り返り，自己の成長やできるよ
うになったことを発表させる。 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さぐる 

ア ６✕３＝１８ ４✕２＝８   
１８＋８＝２６  

答え ２６こ 
・１つ分は６の３つ分と４の２
つ分だから６✕３＝１８ 

 ４✕２＝８ 
・それを合わせて 
１８＋８＝２６ 

・答えは２６こ 

 

 

    

 

 

かだい 
（単元課題） 
２学きのおたのしみ会で１・２年生みんなでクッキーを食べる

ために，寺川先生が何まいか買ってきました。 

みんなにくばるまえに，寺川先生が４まい食べました。 

今，クッキーは何まいありますか。 

○ ○ ○   

○ ○ ○   

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

 
わ クッキーを何まいか買ってきた。 

 寺川先生が４まい食べた。 
き クッキーは何まいありますか。   
た ○こ 

ィ ３✕２＝６ ５✕４＝２０  
６＋２０＝２６  

答え ２６こ 
・１つ分は３の２つ分と５の４
つ分だから３✕２＝６ 

 ５✕４＝２０ 
・それを合わせて 
６＋２０＝２６ 

・答えは２６こ 

 

 

    

 

 

練り合う 

クッキーの数をもとめ
るにはどのように考え
ればいいのかな。 

クッキーの数をもとめ
るには１つ分×いくつ
分でもとめればよい。 

まとめ 

たてにかこむ       よこにかこむ 

ウ ６✕５＝３０ ３０－４＝２６   
５✕６＝３０ ３０―４＝２６  

答え ２６こ 
・１つ分は６の５つ分（５の６つ分）だか
ら６✕５＝３０（５✕６＝３０） 

・寺川先生が４つ食べたから 
３０－４＝２６ 

・答えは２６こ 

 

 

    

 

 

ぜんぶのかずからひく 


